
  
  
  

  
佐々木農場の 奮戦記 

佐々木 SPF 豚 農場 顧問 益 子 正 巳 

I  SPF 豚をはじめた 動機 

佐々木農場の 概要 (1975 年前後当時 ) 

佐々木家は千葉県成田市の 南 ，八街市の北東に 

位置する富里町の 農業振興地域にあ る。 この地域 

  ほ ，専業率の極めて 高 い ， しかも平坦で 肥沃な農 

  
地に恵まれ， 高 技術水準の農業が 盛んであ る。 

  
  

佐々木家の全体の 土地面積は約 3ha で，当時は 

  野菜作 筆 耕種農業を中心に 少数の繁殖 豚 ( 種豚 ) を 

飼養する複合経営の 精農家であ った。 家族構成は ， 

三郎氏夫妻，長男の 作三辰，長女照子さん ，次男 

浩二氏の 5 人で，作姉尺および 2 人の弟妹はまだ 

高校生， 中学生であ った。 

第 6 回全日本 肉豚 共進会で大活躍 

佐々木氏が SPF 養豚経営に取り 組むことに 

なったのほ， この共進会に 佐々木氏が生産した 肉 

豚を出品したことがそもそもきっかけとなったの 

であ る。 それではここで ，共進会に挑戦し 努力し 

た 模様を紹介してみよう。 

1970 年 10 月 23-26 日にかけて，東京都立川 

市にあ る立川食肉株式会社を 会場として盛大に 行 

われた。 

出品は同腹 の雌，去勢 各 1 頭を 1 組として純粋 

種 および雑種であ った。 全体の頭数は 107 組， 214 

頭で ，千葉県からは 純粋 種 2 組 ( 佐々木匠 はこの 

組に入っていた ) 雑種 1 組の出品であ った。 共進 

会出品にあ たって県予選が 行われ，最後に 出品者 

3 名 (3 組 ) が代表に選ばれた。 予選に出品する 豚 

は同腹 のもの 3 頭で， うち 1 頭は最終予選時試験 

的に処分して ，枝肉の状態，カット 肉の品質等を 

審査して優劣判定の 参考とした。 

それまで佐々木氏の 出品豚は補欠にランクされ 

ていたが， 屠体 成績がよかったことで 出品 豚に 選 

出された。 全隊共に出るからには 何がなんでも 勝 

たねばならない。 佐々木氏の意気込みは 大変なも 
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のであ る。 県 および 県 養豚団体職員で 構成される 

指導部員とタイアップしてその 都度ミーティンバ 

を行い，飼養管理方法を 決めた。 他の出品者はど 

ちらかというと 指導部員に耳を 傾けるが，マイ 

ペースでのぞんでいた。 

まず指導部員によって 1 週間ごとに体長，胸囲， 

管 囲を測り，養豚試験場から 体重測定秤を 運んで 

体重を測定した。 また，背脂肪の 蓄積状態 ( 厚さ ) 

を土豚の皮膚の 上から触診して 推定した。 今日の 

ようなスキヤニンバスコープがなかったので ，専 

ら 背綜 に沿って人差指と 中指で強く圧しながら 移 

勤 して厚さを感知した。 指導部員はよく 馴れてい 

るので実際の 値とほぼ一致している。 そしてさら 

に 1 週間後の増体重を 想定して飼料の 給与 量 ( 制 

限 給餌 ) を決める。 これらの記帳 は全て佐々木匠 

夫人が担当した。 

両腰とはいえ ， 肢 蹄の強化を図るため 追 い 運動 

を 1 日朝夕 2 回， 1 回あ たり 30 ～ 40 分行った。 

佐々木 匠 はなるべく人目につかなれよ う ， こっそ 

りと竹の鞭を 用いて追 い 運動を課した。 あ んなこ 

とをして佐々木さんは 頭がおかしくなったのかと 

近所の人に思われるのが 厭なためであ る。 追 い運 

動は馴れるまでは 大変で ， 豚は右往左往 し， 追う 

人が疲れてしまう。 しかし数回繰り 返すうちに豚 

は落ち着くようになり ，人の思うままに 歩行し， 

よく馴れるものであ る。 

それに体型もよく 見せなければならない。 つま 

り ，共進会の審査は 日本 種 登録協会の定めた 肉豚 

審査標準により 行われる。 生体審査と 屠体 審査が 

あ って，前者は 40% の得点率で後者の 屠 体 審査は 

60% の得点率となっている。 よって ， ・生体の審査 

では優れた肉体らしい 体型を見せなければ 優位 @ こ 

ならない。 

一 3 

審査標準で肥育終了時体重は 当時概ね 90 ㎏と 

しており，現在の 流通体重よりも 小体重であ った。 

佐々木氏は綿密な 計画の元に， 雌 ，去勢とも g0kg 

の同体重として 出品したことほいうまでもない。 

やがて審査も 白熱化して，佐々木氏の 豚は次第に 

競り勝って A クラス は 無論のこと相当上位に 選抜 

されてきた。 第 1 の関門であ る生体審査成績は 良 

いと判断された。 これに比較して 他の同僚 2 人は 

A クラスと B クラスの境にあ って苦戦している。 

その後いよいよ 屠体 審査に入るのだから ， これは 

中身を開けてみないと 判断できない。 

一同，上位入賞を 祈念して翌日行われる 屠体 審 

査を待って一旦帰宅した。 翌日，枝肉，カット 肉 

0 審査が行われた。 上位グループのランクされて 

いるようだ。 晶肩 目でなくても 枝肉の状態で 優勝 

圏内に入ると 確信できる。 

最後の決め手はカット 肉 ，中でもロース ( 胸 最 

長 筋 ) の太さであ る。 これに は 自信があ った。 前 

記したように 県予選で同腹 豚を若い段階だったが 

屠体 審査しており ， 好 成績を得ているため 間違い 

ないはずであ る。 後は フケ 肉でなく，保水性が 悪 

くなければ安心してよいと 思った。 結果 は 予測し 

たとおりで，優等質に 入賞した。 他の方々は残俳 

ながら入賞できず ，純粋種の部類は 1 等 質 ，雑種 

の部類は銀賞 (1 等貧相当 ) にとどまった。 

思うに， この方々のうちのお 1 人は自信過剰で 

あ って慢心が災いしてこの 結果となったのであ ろ 

う。 佐々木氏があ れほどよくミーティンバ 通り実 

行していたことが 良い結果として 現れたのであ り， 

県 指導部員と信頼関係を 深めたことが 契機となっ 

て，養豚事業に 彼 は 多大な成果をあ げたと言える 

だろう。 

佐々木氏は早速この 快挙を自宅に 電話した。 ご 
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夫人との労が 報われ， ご 一家は大変感激され 喜ば 

れた。 

その後， SPF 豚 飼養を開始してからも 県 共進会 

に肉豚を出品して ，全体の最高位であ る名誉賞を 

獲得したことがあ る。 とかく SPF 豚は成長が速い 

ことから 体 脂肪が多くなり 肉質がよくないとの 評 

判 であ ったが， これを覆している。 全豚 共の優勝 

豚は コンベンショナルであ るが， 県共 では SPF 豚 

であ ったことに価値があ るといえる。 要するに 

SPF でも改良された 素質のよい豚であ れば， コン 

ベンショナル 豚をむしろ凌ぐ 利点を持てることが 

解る。 佐々木氏は殊の 外 ご 満悦であ った。 

このようなことから ，千葉県では 系統造成と 

SPF 化とを結びつけた 事業の展開を 図っている。 

したがって， SWF 豚に対する誤った 評価が払拭さ 

れているのも 事実であ る。 

一方， 1967 年 ( 昭和 42 年 ) 千葉県養豚試験場 

は SPF 豚に関する試験研究を 開始した。 そして 

SPF 豚の飼育管理に 関する試験研究および 生産施 

設の整備を図った。 翌 68 年暮れには宮原 強 研究員 

執刀のもとに ，第 1 回の子宮切断術を 行った。 こ 

れより 先 ，当時の宮原研究員は 農水省家畜衛生計 

験 場の柴田部長， 波 図研究室長のもとで 研修を受 

けて技術を習得していた。 

当時の SPF 豚に対する一般の 認識は，実験動物 

として利用する 目的で生産するものとしていた。 

ところが， コンベンショナルの 養豚で慢性伝染病 

に悩む階層が 一部にあ って，清浄化したい 意向を 

持ったことと ，さらに注目されたのが「成長が 速 

く 飼料効率の良い」という 得難い特長を 持ってい 

るので， これを生かそうと 畜産目的に利用するご 

とが考えられたのほ 周知のことであ る。 

千葉県では県下に 普及するため ，モデル養豚場 

の設置について 197i 年度 ( 昭和明年度 ) に事業 

化した。 具体的には施設費に 対し，異例の 50% と 

いう高率の助成が 計画された。 通常ならば 30% の 

補助であ る。 そこで，モデル 養豚場にふさわし い 

養豚家を選ばねばならない。 しかも近隣が 養豚家 

であ る団地化された 豚の主産地域では ， SPF 豚の 

経営に衛生上問題があ るとされる。 またその他の 

地域を選定するにしても ，敷地周辺は 50 メートル 

以内にコンベンショナルの 養豚 揚 がるってはなら 

ないことが条件とされ ，経営および 技術の優れた 

養豚家を選ばねばならない。 種々検討がなされた 

結果，佐々木氏に 白羽の矢があ てられた。 その 眼 

拠 となるのは， 1) 周辺 50 メートル以内に 養豚 

場がない。 2) 技能・技術が 優れ，清潔で 飼養管理 

がよい。 3) 研究期間を信頼し ，新しい技術の 分析 

と導入をよくはかる。 4) 全日本 肉豚 共進会に対 

処しての真摯な 姿勢，等々であ った。 中でも決め 

手となったのは 4 で，必ず成功するものと 誰もが 

信じた。 早速県の担当が 宮里村および 農協， 佐 々  

木 氏を交え， この事業を受けるかどうかが 議論さ 

れた。 佐々木氏の経営を 大きく転換し ， SPF 養豚 

の専業経営になるのであ るから，安易には 受けら 

れない。 親族会議を開いた。 わが国では農家段階 

で初めての未知の 分野であ り，不安であ る。 国 と 

か県のモルモットにされる 恐れがあ る等の意見が 

出され，大方は 反対であ った。 それから，佐々木 

氏は機会があ って養豚団地であ る香取郡干潟町と 

いう所に赴いた 折り， 2, 3 人に意見を求めたとこ 

ろ，やはり反対された。 断った方がよいか 受ける 

べきか迷った。 しかし， まもなく農業高校を 卒業 

する後継者で 長男の作姉氏には 相談していなかっ 

たので，意見を 求めた。 返事は明快であ った。 是 
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非 ともこの事業をやりたいという 意思表示がされ ， 

春秋に富んだ 青年作三氏の 希望により新たな 養豚 

経営の方向が 決められたのであ る。 

Ⅱ 佐々木 SPF 豚 農場発足 

佐々木氏の承諾によって ，昭和明年度干葉県 

SPF モデル養豚場設置事業により ，中核農場 ( 原 

種 豚 農場 ) の機能を併せ 持たせて，実用化の 第一 

号として農場が 建設開始された。 県の示した当時 

の事業規模は ，中核種 豚 場の基準の場合・ 種雄豚 

4 頭以上， 種雌豚 50 頭以上，育成 豚と 肥育 豚は 

150 頭以上としたので ， SPF 佐々木農場はこの 規 

模で発足した。 ここから 種 豚の供給を受ける 自立 

経営農家は，繁殖 雄豚 3 頭以上， 同雌豚 4 頭以上， 

育成と肥育 豚を 200 頭以上と決めている。 佐々木 

匠 はこれまで飼養していた 種豚 等を手放して ，施 

設建設のため 準備に入った。 

1972 年 ( 昭和 47 年 ) 2 月佐々木 SPF モデル養 

豚場が竣工した。 今までの養豚施設と 異なり， 出 

入り日 扉 ，最新の消毒設備， シャワ ー および浴槽， 

くん 燕 室などが設置された。 佐々木 氏 はこのよう 

な養豚施設建設と 同時に，周辺には 木を植えた。 

真夏の日陰樹が 豚に涼をもたらし ， また落葉樹で 

あ るため，冬は 日の射し込む 温暖な舎内環境とし 

ている。 だから真夏の 暑熱の時期でも 熱射病にか 

かったことがない。 厳冬でも晴天の 日は太陽が 

いっぽいさし 込む。 また，樹木の 緑葉は養豚場の 

臭気を幾分なりとも 吸収する作用があ ると言われ 

ている。 当時は植木ブームでもあ ったので，苗木 

を植える等，養豚と 植木作を結びつけた 経営と 

なった。 さらに豚舎敷地双の 広場にほ一面サツキ 

が植えられ，花の 時期は誠に見事で ，庭園の中に 

豚舎があ り 種 豚の群が見えるといったところであ 

る 。 

佐々木氏は清潔にした 養豚を心がけ ，豚は汚い 

というイメージを 少しでも払拭することをモッ 

ト一に活躍している。 とにかく SPF 状態維持のた 

めの一％には ，すべてが可能な 限り清潔でなけれ 

ばならない。 毎日シャワ ーを 浴び，衣服交換をす 

ること等， この事業に入る 前は考えられないこと 

であ った。 これを体験して 佐々木 氏は 「 SPF 養豚 

は芸者養豚であ る」と言った。 深い意味があ るの 

かと思い質したところ ，「芸者は風呂に 入ってから 

仕事に出かける。 SPF 養豚も同じであ る」と聞き， 

一笑したものだ。 

やがて受け入れ 体制も整い，試験場から 供給さ 

れるプライマリーを 待つまでになった。 そして同 

年 3 月，第 1 回目の導入があ った。 品種はランド 

レースで， 当然のことながら ，生産されてから 今 

日まで 舎 飼いであ る。 

m  韓国の済州島 ( チェジュ 島 ) で養豚技術を 伝授 

1973 年 ( 昭和 岱年 ) のあ る日，突然佐々木氏 

を訪ねた男性がいた。 佐々木匠 は 一面識もない。 

当の男性 は 人品骨柄卑しくない ，ハンサムで 麓代 

後半の年齢に 見えた。 

本人が切り出した 挨拶は，現在東京に 在住して 

お， り ，名前は木村正雄，職業はプラスチック 工業 

関係で，大柴プラスチック 工業株式会社の 社長で 

あ り，不動産業もやっているとのことであ った。 

また韓国の済州島が 生地であ ること， 日本に帰化 

していることを 述べた。 済州島には農場を 持つて 

おり，兄がいるので 共同で蜜柑の 栽培をやってい 

る。 日本から苗を 導入してさらに 日本の技術者の 

同行をお願いし 技術指導も受けている。 蜜柑に 関 

してほ，静岡県の 試験研究機関や 蜜柑生産農家に 
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ないかとご夫婦からは 反対された。 佐々木匠 は 

迷ったが，ついに 断 わることにした。 

その後， 2, 3 回木村氏から 回答の間 ぃ 合わせが 

あ ったが，言を 左右にしていた。 するとあ る日 ， 

木村氏は奥さんを 同行してきた。 奥さんと会って 

言葉を交わすうちに 不安が一掃され ，佐々木 氏は 

要請に応じることとした。 しかしあ まり気が進ま 

ないのでこう 答えれば相手が 諦めるかと思い ，忙 

しい自分の代わりに 長男の作姉 ( 当時 20 歳 ) では 

済州島の大束農場 

依存し，技術指導を 受けて情報の 収集も行い自己 

の経営の一助としているという。 そこでどうして 

も堆肥がほしいため 養豚を始めたが ，やってみる 

とむずかしい。 蜜柑生産経営と 平行して養豚経営 

も本格的に実施したい。 それには技術の 習得を要 

し ，品種の改良もやらねばならないということで 

助力願いたく 訪ねたとのことであ った。 

佐々木匠 はだいたいの 理由がわかってきた。 そ 

こで， 自分をあ えて訪ねなくとも 県の研究機関が 

あ るので，そこに 依頼したほうがよいのではない 

かと答えたら ， い や，付近の人たちは 佐々木農場 

であ っても十分役に 立つと言われたので ，お願い 

したいということであ った。 ( 後日の話では ，誰に 

も聞かずに佐々木農場の 看板を見て直ちに 訪ねた 

そうであ る。 ) 

木村氏の話はなお 続く。 とにかく一度済州島に 

来てほしい。 これに要する 費用は一切負担するか 

らということであ った。 佐々木氏は見ず 知らずの 

人の突然の韓国訪問要請に 応諾するわけにもいか 

ず，即答を避けて 別れた。 慎重を期して ，東京に 

いる佐々木氏の 抹 さん夫婦と相談した。 興信所に 

調査依頼してはどうかと 佐々木氏は切り 出したが， 

後でわかったとき 木村さんは心象を 害するのでは 

と 話したところ ，予測に反し 快諾された。 そして 

早々に作三氏は 済州島に向かうこととなる。 現地 

は数ヘクタールの 蜜柑 畑と 粗末な豚舎があ り，一 

見して改良の 遅れた交雑種が 50 ～ 60 頭ほど飼わ 

れていた。 作三氏は数日間滞在し ，指導に専俳し 

た。 この農場ほ済州島の 南端，酉偏 浦 ( すき ぼ ) 

という所にあ り，海岸線に 近く気候温暖で 緑 豊か 

な地にあ る。 近くには，かつて 李承晩大統領の 別 

荘であ った所があ る。 ( 現在はホテルとなってい 

る。 ) 

帰国した作三辰 は ，飼養管理はよく 豚舎の清掃 

も行き届いているし 繁殖成績もよいが ，豚の資質 

は よくないので 改善する必要があ ることを伝えて 

きた， と 報告した。 

その後木村氏が 佐々木匠 宅へ 来て 種 豚の譲渡を 

依頼したので 検討したが，あ いにく適当なものが 

なく，セカンダリ 一の 雄豚 しかなかったので ，コ 

ンベンショナルの 雌豚 5 頭を探し求め ，前記の雄 

豚と 共に無償で供与した。 

やがて 1 年ほど経過したころ 木村氏がやってき 

た 。 用件は人工受精技術の 指導依頼であ った。 で 

きるだけ早い 機会にと言うので 理由を聞いたとこ 

ろ，去年譲り 受けた 雄豚が 大変大きくなり・ 交配 

すると未経産 豚 はつぶれてしまうので ，人工授精 
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が 必要になったというわけであ った。 早速，器具 

類を準備した。 ただし現地で 用意しなければなら 

ない 擬 化合があ る。 至急作らねばならないので 

佐々木農場にあ る台を測定し ，大業農場へ 持ち 

帰った。 佐々木氏は旅券等の 取得を待って 急速木 

村氏と同行した。 

羽田空港から 釜山 ( プサン ) 経由で済 州 空港に 

着陸した。 済州島は韓国南部，朝鮮半島南西の 小 

島で，面積 f80 平方キロ・登山，狩猟，海釣り ， 

海水浴等の行楽地となっている。 近い将来は，一 

大観光地として 開発計画がなされている。 大業農 

場に着いて翌日， いよいよ 擬牝台 に乗って交尾 動 

作 きさせて精液を 採取するのであ るが， 豚 個体に 

よっては擬物台を 見向きもしない。 そうなると厄 

介であ り，時間をかけて 訓練しなければならない。 

一回で台に乗るよう 佐々木氏は期待した。 農場の 

豚舎の配置を 見ると， 雌 豚舎と 雄 豚舎とは距離が 

あ る。 近年では焼豚舎内の 一角に雄が囲われてい 

るのとは違う。 離れていることが 雌に接近するこ 

とによって一層情欲をそそるのであ る。 これを考 

えると条件はよい。 佐々木氏は台を 雌豚舎内に置 

き，柄袋を台に 巻いて雌の尿をかけた。 そして竹 

の鞭を持って 雄 豚を誘導した。 雌 豚舎内の通路を 

ゆっくり歩かせて ， 雌 豚を濫の外から 眺めると， 

口角泡を飛ぼし 次第に興奮してくる。 「今少し 冷や 

かすか」と佐々木 氏 はつぶやいた。 年配の殿方は 

ご存じでしょうが ，終戦直後，赤線区域と 称して 

いた場所で ， 軒を連ねた中に 女性がたたずんでい 

る。 その通路を歩き 声を掛け合ううち 次第に興奮 

してくる。 そういった一連のことを「冷やかす」 

と言っていたのであ る。 

当の雄豚は機が 熟している。 ようやく 擬牝台 に 

近づけたところ ，その周囲を 回りながら麻裳に 大 
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きな鼻をつけ 臭いをかいだ。 やがて勢いよく 乗駕 

して交尾姿勢をとったので 佐々木氏は手際よく 精 

液を採取した。 見学していた 一同，さすが べ テラ 

ンの佐々木さんと 拍手を送った。 

W  軌道にのった 佐々木農場 

千葉県で佐々木氏の SPF 豚 モデル農場を 種 豚 

の 供給基地として 展開をはかるため 原種 豚 場と位 

置付け・ SPF 豚 中核農場と称するようにした。 

1972 年 ( 昭和 w 年 ) 以降中核農場が 合計 5 戸 

造成された。 当時の基準となる 規模は種 雄豚 4 頭 

以上， 種雌豚 50 頭以上，育成 豚と 肥育 豚は 150 頭 

以上としたことは 前述した。 そして中核農場から 

供給を受ける 一貫経営農場に 相当するグループを 

自立経営農家と 呼称した。 この規模は繁殖勝雄 3 

頭以上，雛鶴頭以上，育成 豚と 肥育 豚 200 頭以上 

としており， 15 戸になっている。 

佐々木農場が 軌道にのるまでに 苦労したことは ， 

試験場からのプライマリ 一の供給が計画通りにな 

らなかったことであ る。 また，純粋のランドレー 

スであ り，豚の素質もさることながら 舎 飼いで過 

ごしたこともあ って， 肢 蹄や腰の弱いものが 多 

かったことであ る。 

もう一点は飼料のことであ る。 当時 SPF 豚 専用 

の飼料は，マッシュであ りエチレン オ キサイドガ 

スで滅菌消毒したもので ， まだまだ需要は 多くな 

かった。 二重包装の袋詰めになっていて ，たまた 

ま値上がりに 対処して買い 集めたので，置き 場所 

に困ったりした。 これもやがて ぺ レットに代わり 

飼料タンクを 設置するようになって 解決した。 

種 豚の供給は順調になり ，購買者も増えると 同 

時に調査や視察に 訪れる人も多くなった。 中でも 

1975 年 ( 昭和 50 年 ) 2 月には安倍正太郎農林大 
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安倍晋太郎農林大臣 ご 視察 

臣が 来場し視察された。 前年あ たりからオイル 

ショックで飼料費の 高騰があ り，畜産危機と 言わ 

れ，国では畜産国会が 開かれるので 予め勉強して 

が 認められ黄綬褒章を 受賞されている。 

波岡 先生が ， 佐々木農場 10 周年記念の時の 祝辞 

に，中国研修生・ 陽修岐 氏は日本から 学び得た最 

高の知識は佐々木農場からであ ったこと，そして 

資本主義上にやける 自由競争の原則が 初めて理解 

できた， と 述べられている。 

近年の佐々木農場では ， 県 経済連，地元農協と 

タイアップして ，消費者団体，県内の 生活協同組 

合員数十人を 招待して農場を 案内し，その 後 SPF 

豚肉の試食会を 毎年行っている。 現場をよく理解 

され好評を博していることは 言うまでもない。 

佐々木農場も 発足以来 27 年になる。 十年一昔と 

いうから， 三 昔になろうとしている。 その間逐次 

規模拡大が図られ ，現在ほ 種雄豚 45 頭， 種雌豚 ．， M00 

頭，育成 豚 150 頭， 子豚 および肥育 豚は 2,000 ～ 

2,ROO 頭 となっている。 品種は L.w.D で，飼養管 

理は佐々木民夫妻，作姉 氏 ，浩二氏，多忙時は 浩 

二夫人が応援するなどそれぞれが 従事している。 

有限会社として 全員が入るほか ， 2 児の母であ る 

照子さんも経営に 参加している。 

また，佐々木 氏は 養豚を通じて 知的障害者の 養 

護にも関与しており ， 1 ㏄ 9 年 ( 昭和名 年 ) より 

おくための視察であ った。 また， 1978 年 ( 昭和 53 

年 ) にはなんと北朝鮮から 国の研究員が SPF 種 豚 

の譲渡を依頼するため 来場した。 佐々木氏は承諾 

し翌年輸出した ( 後の消息は不明 ) 。 その他，学者， 

現在に至るまで ，障害児教育振興のため 他に率先 

し，養護学校および 福祉施設終了者の 就労受け入 

れに尽力している。 佐々木養豚場においても ，障 

害者 5 名の職親として 動物管理の補助作業員にあ 

国・県の研究員，そして 多くの養豚 家 および研修 

生等，訪れる 人は後を絶たない。 氏のどんな時で 

てて勤務させている。 生活指導にあ っても規則正 

しく服装は清潔にするようにさせ ，家族同様に 待 

も 笑顔を絶やすことなく ，心から歓迎する 姿勢に 

は感心させられる。 常に現状に満足することなく ， 

何事も真摯に 取り組んでいる。 

そんなことから ， 1987 年 ( 昭和 62 年 ), 永年に 

わたり養豚特に SPF 養豚の振興に 尽力した功績 

遇しており，老後の 生活についても 配慮している。 

休日には全員を 連れて散髪に 行き ， 帰りに料理屋 

の酒席に案内する 習慣になっている。 時々酒席に 

行きたいあ まり，彼らは 理髪店に行きたいと 催促 

したりする。 また彼らの希望もあ って，豚舎に 演 
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歌を流すようにもした。 

稲毛生活協同組合員との 交流会 

以上の経過から 佐々木 SPF 豚 農場の，多年にわた 

り 活躍して得られた 賞 歴を紹介する。 

1976 年 第 5 回日本農業 賞 日本放送協会 

千葉県農業奨励賞 千葉県 

1983 年 第 22 回農林水産 祭 参加 

( 社 ) 富民協会主催 

第 32 回全国農業コンクール 名誉賞 

1992 年 千葉県農業 賞 千葉県 

その他，共進会における 入賞については 前記し 

た 通りであ る。 

これまで佐々木 SPF 豚 農場の概要を 述べた。 蛇 

足が多く，反面十分意を 尽くせない憾みがあ って ， 

深く反省している。 
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